




経営者の皆さんへ

Thank 
You!!

My BOSS

・正職員19名

・非正規職員31名

Q ＷＬＢ（ワーク・ライフ・バランス）
の取組を始めたきっかけは？

ＷＬＢ（ワーク・ライフ・バランス）
の取組を始めたきっかけは？

正職員が、妊娠・出産・子育てというライフステージとなった際に、復帰し働き

やすいように、臨時職員・パート職員という働き方を選択できるようにしたのが

きっかけです。

正職員はバスの送迎などもある関係で当番が多く、業務負担がかかることが

多いのに対して、対して臨時職員は希望すると当番が免除されるなど、業務

負担を軽くしています。

さらにパート職 員は子育て期の方限 定で、勤務時間を希望に応じて柔軟に

設定し、働きやすい環境を整えています。

仕事の内容として、どうしても書類などの書き物が多く、負担をかけられない

職員に対して配慮しています。

Q 具体的な取組は？具体的な取組は？

下記のような内容が具体的な取組でしょうか。

・保育園や学校から迎えの連絡が入れば、100%ただちに退勤できるように    

　している（常に代替要員を確保している）

・シフト組みは制約のあるパート職員を優先している

・パート職員の中で自然と連絡を取り合いながら、急な休みとなる事態でシフトに

　欠員がでないように、パート同士で助け合う仕組みが出来上がっている

・学校の夏休みなどの長期、パート職員は子どもが留守番できるお昼ま

　での勤務も可能としている

・希望により、早番と遅番専門勤務にも対応している

Q 取組を始めてから変化は？取組を始めてから変化は？

定着率は非常に高いと思います。ここ最近で退職した職員は、引っ越しなどで

仕方なくという理由でした。うれしいことに、ずっと勤務したいと近隣に

引っ越してくる職員もいるほどで、退職する者はほとんどありません。

また、正職員が産休・育休に入っても、正職員以外の働き方を選べるなどの

復帰しやすい環境を整えているためか、育児休業の終わりを待たずして「職場で

働いている方が良い」と、早期に復帰される方もいます。

出生率の点でも、出産される職員は、少なくとも毎年1人以上、多い年は3人も

出ており、中には働きながら4人の子どもを出産した職員もいます。

Q 今後の更なる課題は？今後の更なる課題は？

子育て期間にあるパート職員が、子どもの成長に伴い今後、正職員へ転勤して

いくものと信じていますが、転勤にあたっての不安もあると思いますので、

どのように後押ししていくかを考えなければならないと思っています。

その他、職員の業務をいかに効率よく改善していくかが課題でもあります。

そこで、今年度よりＩＣカードでの登降園時間の管理や保護者への

メール送信システムなどのＩＴ化による業務効率化を開始しました。　

Q 未 来のイクボスに一言未 来のイクボスに一言

イクボス経営をやっていくぞ、と意識してやるものではなく

「従業員に対してどのような環境を用意すれば働くことが

できるか？働くことが継続できるか？」を考えていくと自然に

積み上がり、自社に合わせた良い環境が形成される

ものだと思います。感謝・思いやる気持ちを大切に

していれば、職員同士が協力し合う風土もできてきます。

社会福祉法人報恩会 
牛窓ルンビニ保育園

「部下が働き続けられる環境を整えることにより、

                          自然に職員同士が助け合う風土が形成」

���������
���������������

����������

���������������������������������

�������������������

黒 井  覚 然
く ろ い 　 かく ぜ ん

さ ん

インタビュー

北 條  慶 子
ほうじょう    　 け い こ

主 任

ロールモデル
事例

す。

経営者の皆さんへ

Thank 
You!!

My BOSS

・正職員19名

・非正規職員31名

Q ＷＬＢ（ワーク・ライフ・バランス）
の取 組を始めたきっかけは？

ＷＬＢ（ワーク・ライフ・バランス）
の取 組を始めたきっかけは？

正職員が、妊娠・出産・子育てというライフステージとなった際に、復帰し働き

やすいように、臨時職員・パート職員という働き方を選択できるようにしたのが

きっかけです。

正職員はバスの送迎などもある関係で当番が多く、業務負担がかかることが

多いのに対して、対して臨時職員は希望すると当番が免除されるなど、業務

負担を軽くしています。

さらにパート職 員は子育て期の方限 定で、勤 務時間を希望に応じて柔軟に

設定し、働きやすい環境を整えています。

仕事の内容として、どうしても書類などの書き物が多く、負担をかけられない

職員に対して配慮しています。

Q 具体的な取 組は？具体的な取 組は？

下記のような内容が具体的な取組でしょうか。

・保育園や学校から迎えの連絡が入れば、100%ただちに退勤できるように    

　している（常に代替要員を確保している）

・シフト組みは制約のあるパート職員を優先している

・パート職員の中で自然と連絡を取り合いながら、急な休みとなる事態でシフトに

　欠員がでないように、パート同士で助け合う仕組みが出来上がっている

・学 校 の 夏 休 み などの 長 期 、パ ート職 員 は子ど も が 留 守 番 できるお昼ま

　での勤務も可能としている

・希望により、早番と遅番専門勤務にも対応している

Q 取 組を始めてから変 化は？取 組を始めてから変 化は？

定着率は非常に高いと思います。ここ最近で退職した職員は、引っ越しなどで

仕 方 なくという理 由でした 。うれしいことに 、ずっと勤 務したいと近 隣 に

引っ越してくる職員もいるほどで、退職する者はほとんどありません。

また、正職員が産休・育休に入っても、正職員以外の働き方を選べるなどの

復帰しやすい環境を整えているためか、育児休業の終わりを待たずして「職場で

働いている方が良い」と、早期に復帰される方もいます。

出生率の点でも、出産される職員は、少なくとも毎年1人以上、多い年は3人も

出ており、中には働きながら4人の子どもを出産した職員もいます。

Q 今後の更なる課題は？今後の更なる課題は？

子育て期間にあるパート職員が、子どもの成長に伴い今後、正職員へ転勤して

いくものと信じていますが、転勤にあたっての不安もあると思いますので、

どのように後押ししていくかを考えなければならないと思っています。

その他、職員の業務をいかに効率よく改善していくかが課題でもあります。

そこで、今年度よりＩＣカードでの登降園時間の管理や保護者への

メール送信システムなどのＩＴ化による業務効率化を開始しました。　

Q 未 来のイクボスに一言未 来のイクボスに一言

イクボス経営をやっていくぞ、と意識してやるものではなく

「従業員に対してどのような環境を用意すれば働くことが

できるか？働くことが継続できるか？」を考えていくと自然に

積み上がり、自社に合わせた良い環境が形成される

ものだと思います。感謝・思いやる気持ちを大切に

していれば、職員同士が協力し合う風土もできてきます。

社会福祉法人報恩会 
牛窓ルンビニ保育園

「部下が働き続けられる環境を整えることにより、

                          自然に職員同士が助け合う風土が形成」
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デル事例
経営者の皆さんへ

Thank 
You!!

My BOSS

藤 森  健
ふじもり　けん・正社員83名

・非正規社員14名

Q WLB（ワーク・ライフ・バランス）の取組を始めたきっかけは？WLB（ワーク・ライフ・バランス）の取組を始めたきっかけは？

当社は平均年齢が32歳と若手社員が多く、入社3年未満の社員が約54％を

占めている一方で60歳以上の社員も多く、幅広い年代の社員が働いています。

そのため今後、子育てやその他家庭の事情を抱える社員が増えることを見込み、

仕事と家庭を両立した働きやすい職場づくりに力を入れてまいりました。

Q 具体的な取組は？具体的な取組は？

■パワーブック

2016年から、「Powerbook」（パワーブック）というスケジュール帳を自社製作し、

全社員に配布。この「Powerbook」には会社の方針や経営理念のほか、福利

厚生、健康管理に関すること、会社の就業規則の全文等を記載しています。

仕事とプライベートの両面において、各自の年間目標や月間目標などを書き込む

ページもあり、社員同士で共有し、目標達成に役立てています。

■経営会議

以前から行っていた経営会議ですが、2015年からは社員は誰でも参加できる

ことになりました。ここで、経営者や幹部社員と一般社員が一緒になって、

所定外労働時間の削減や働きやすい職場づくりなどの検討を行っています。

■手当

家族応援規程。社員や配偶者、お子様の誕生日祝いや、お子様の学校の卒業・入

学のお祝いを社長の直筆メッセージを添えて渡しています。

お子様の教育費用の補助として、3歳～18歳の子どもを持つ社員へ、お子様1

人当たり毎月3,000円を子女教育手当として支給しています。

0～3歳の子どもを持つ社員には、おむつを自宅へ配送する「おむつ手当」

というユニークな取組を行っています。

Q 取組をされて、どのような変化がありましたか？取組をされて、どのような変化がありましたか？

2010年頃までは社員がなかなか定着しない状況がありましたが、社員と

そのご家族も含めた心身の健康を目指した取組に力を入れ、福利厚

生を充実させたり、働きやすい職場づくりを行ったりすることにより、入社3

年以内の新規学卒者の離職率は現在0％になりました。アニバーサリー休

暇などの新たな休暇の導入により、有給休暇が取得しやすい環境づくり

も行っています。

また、所定外労働時間をグラフ化し、社員の目に見える形で回覧することに

より、所定外労働時間の削減につながりました。

2016年3月に実施した社員満足度調査では、86.4％の

社員が満足していると答えています。

Q 今後の更なる課題は？今後の更なる課題は？

貴重な働き手の様々なニーズに応じて、多様な働き方に柔軟に

対応できる組織になることが求められていますが、福利厚生施設や

就業規則など、ハード面とソフト面の充実にとどまらず、それらが

連動して機能する仕組みづくりが重要だと考えています。そして、それらの

仕組みはつくったら終わりではなく、見直し続ける組織風土の醸成こそが

課題だと考えています。

旭テクノプラント株式会社
代表取締役

「組織のハード面とソフト面の充実だけでなく、

                                         その二つが連動する仕組みづくりを！ 」
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ロールモデル
事例

経営者の皆さんへ

Thank 
You!!

My BOSS

藤 森  健
ふじもり　けん・正社員83名

・非正規社員14名

Q WLB（ワーク・ライフ・バランス）の取組を始めたきっかけは？WLB（ワーク・ライフ・バランス）の取組を始めたきっかけは？

当社は平均年齢が32歳と若手社員が多く、入社3年未満の社員が約54％を

占めている一方で60歳以上の社員も多く、幅広い年代の社員が働いています。

そのため今後、子育てやその他家庭の事情を抱える社員が増えることを見込み、

仕事と家庭を両立した働きやすい職場づくりに力を入れてまいりました。

Q 具体的な取 組は？具体的な取 組は？

■パワーブック

2016年から、「Powerbook」（パワーブック）というスケジュール帳を自社製作し、

全社員に配布。この「Powerbook」には会社の方針や経営理念のほか、福利

厚生、健康管理に関すること、会社の就業規則の全文等を記載しています。

仕事とプライベートの両面において、各自の年間目標や月間目標などを書き込む

ページもあり、社員同士で共有し、目標達成に役立てています。

■経営会議

以前から行っていた経営会議ですが、2015年からは社員は誰でも参加できる

ことになりました。ここで、経営者や幹部社員と一般社員が一緒になって、

所定外労働時間の削減や働きやすい職場づくりなどの検討を行っています。

■手当

家族応援規程。社員や配偶者、お子様の誕生日祝いや、お子様の学校の卒業・入

学のお祝いを社長の直筆メッセージを添えて渡しています。

お子様の教育費用の補助として、3歳～18歳の子どもを持つ社員へ、お子様1

人当たり毎月3,000円を子女教育手当として支給しています。

0～3歳の子どもを持つ社員には、おむつを自宅へ配送する「おむつ手当」

というユニークな取組を行っています。

Q 取 組をされて、どのような変 化がありましたか？取 組をされて、どのような変 化がありましたか？

2010年頃までは社員がなかなか定着しない状況がありましたが、社員と

そのご家族も含めた心身の健康を目指した取組に力を入れ、福利厚

生を充実させたり、働きやすい職場づくりを行ったりすることにより、入社3

年以内の新規学卒者の離職率は現在0％になりました。アニバーサリー休

暇などの新たな休暇の導入により、有給休暇が取得しやすい環境づくり

も行っています。

また、所定外労働時間をグラフ化し、社員の目に見える形で回覧することに

より、所定外労働時間の削減につながりました。

2016年3月に実施した社員満足度調査では、86.4％の

社員が満足していると答えています。

Q 今後の更なる課題は？今後の更なる課題は？

貴重な働き手の様々なニーズに応じて、多様な働き方に柔軟に

対応できる組織になることが求められていますが、福利厚生施設や

就業規則など、ハード面とソフト面の充実にとどまらず、それらが

連動して機能する仕組みづくりが重要だと考えています。そして、それらの

仕組みはつくったら終わりではなく、見直し続ける組織風土の醸成こそが

課題だと考えています。

旭テクノプラント株式会社
代表取締役

「組織のハード面とソフト面の充実だけでなく、

                                         その二つが連動する仕組みづくりを！ 」
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